
モータポンプ
取 扱 説 明 書

G形

D形
K-S形

●スラリーシール形（Ｄ形）
●高融点液用循環形（K-S形）
●高融点液用軸内循環形（K形）
●自吸式（G形）

重 要 事 項
・運転前に、この“取扱説明書”および“安全に関する注意”をよく読んで、理解し、
誤った運転や取扱いをしないようにしてください。また、安全に注意し、人災のない
ように気をつけてください。
・この“取扱説明書”を、大切に保管し、活用してください。
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モータポンプ
安全に関する注意・1

空転厳禁　空転すると、破損します。
●配管やポンプ内部に液が満たされていない状態で、運転するとすぐに、ベアリングなどが破損します。

●安全に関する事項のランクを次のように区分しています。
取扱いを誤った場合に、危険な状態
が起こりえて、死亡または重傷を
受ける可能性が想定される場合。

●ポンプ内部の圧力は高くなっている場合があります
ので、エアー抜きバルブを開くとき、内部の液が勢い
よく吹き出すことがあります。
●ポンプ内部の液が危険液や高温のとき、特に注意して
作業をしてください。

危 険
! !

取扱いを誤った場合に、危険な状態
が起こりえて、中程度の傷害や軽傷
を受ける可能性が想定される場合、
及び物的損害のみの発生が想定さ
れる場合。注 意

!
注 意

!
注 意

!
注 意

ポンプのエアー抜きバルブを開くとき、液の吹き出しに注意
してください。危 険

！

エアー抜きバルブ

●ポンプを急速に加熱すると、偏った熱変形が生じ、ガス
ケット部からの漏れ等が生じることがありますので
　注意してください。
●予熱、予熱運転の方法は取扱説明書を御参照ください。

高温用ポンプについては、予熱、予熱運転を行ってください。

●ポンプ内部の液が高温のときや、水冷却ジャケット付き
でないポンプのモータ部は特に注意してください。

モータは運転中、温度が上がっています。素手でさわらない
でください。

!
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モータポンプ
安全に関する注意・2

●ポンプ取扱い液が危険液の場合は、充分な内部洗浄を行ってください。
●隙間部に残った残液に注意してください。
　（例えば、インペラとシャフト、スリーブとシャフト、ガスケット部など）

●安全に関する事項のランクを次のように区分しています。

●過電流継電器や、サーモスタットが働いた場合、原因
を調査し、対策を行った後、起動してください。
●原因を取り除かずに、何度も再起動するとモータが異常
に発熱し、危険です。

過電流継電器や、サーモスタットが働いた場合、原因を充分
に調査してください。注 意

●やむをえず分解する時は、モータ内部の圧力は高くなっ
ている場合がありますので、取付けボルトを少しゆる
めて、端子板を動かし、内部の圧力を低下させてから、
取り外してください。

端子箱は外さないでください。（弊社で実施します）
危 険

●ポンプ内部の圧力は高くなる場合がありますので、ドレ
ンプラグを外す前に、必ず配管ドレンを行い、残液に
　注意してください。

ポンプのドレンプラグを外すとき、残液に注意してください。

分解点検を行うときは、ポンプ内の残液に注意してください。

取付けボルト

端子板

ジャッキ用タップ穴

圧力

!

注 意
!

注 意
!

!
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次項からは該当する項目をご覧ください。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（１１）

（１２）

2． 形式表示

3． 定格、仕様および性能 （各形式共通）

1． まえがき

　この取扱説明書は
　＊スラリーシール形 （Ｄ形） ＊高融点液用循環形 （Ｋ－Ｓ形）
　＊高融点液用軸内循環形 （Ｋ形）  ＊自吸式 （Ｇ形）
の標準機種に対するものです。上記以外の機種については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。
ポンプの取扱いに関しては、下記の事項を厳守してください。

キャンドモータポンプの形式表示については、表８を参照してください。
形式は製品分類、モータ部、ポンプ部、付属機器の４つの大分類に分かれています。

このポンプは、貴社のご要求仕様に合わせて製作していますので、定格および仕様の詳細は、納
入仕様書をご覧ください。
性能については、ポンプ納入時に添付している試験成績表をご覧ください。
納入仕様書および試験成績表は、この取扱説明書と同様、大切に保管してください。

空運転をしないでください。

装置内の固形異物は、充分に取り除いてください。

エアー抜きは充分に行って運転してください。

締切運転を続けないでください。

逆回転のままで運転を続けないでください。

冷却、保温ジャケット付のものは、仕様通りの液量を流してから運転してください。

運転音、振動に異常を感じたら、すみやかに原因を調査し、対策してください。

ＴＲＧの指示が「赤」の状態で運転を続けないでください。

保護装置が働いた場合、原因を調査し、対策が完了するまでは再運転しないでください。

運転休止中に凍結する恐れがある場合には、防止対策を施してください。

後部注液方式のものは、運転中後部注液をきらさないでください。（Ｄ形）

ご要求仕様と異なった条件で運転しないでください。
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4． スラリーシール形（Ｄ形）

スラリーシール形（Ｄ形）の構造断面図を図１に、分解写真を図２に示します。
このポンプは、取扱液中に微少な固形物（スラリー）が混入している場合でも使用できます。
モータ（かご形誘導電動機）は、ポンプと一体に構成されており、そのステータＡＳＳＹ（…組立の意、
以下同じ）（20）の内面およびロータＡＳＳＹ（19）の外面を、金属薄板であるステータキャン（22）および
ロータキャン（21）によって、またそれぞれの側面を、金属厚板で完全に溶接密封し、取扱液がステー
タＡＳＳＹ（20）およびロータＡＳＳＹ（19）内に浸入しないように隔離しています。
このポンプの循環液は次のような流れとなります。

■ 本流
　　ケーシング（01）の吸込口
    　　 ↓
　　インペラ（02）
    　　 ↓
　　ケーシング（01）の吐出口

■ 循環液の流れ その1
　　補助インペラ（23）
　　　　↓
　　ステータキャン（22）とロータキャン（21）の隙間
　　　　↓
　　フロント側ベアリング（15A）とシャフトスリーブ（17）の隙間
　　　　↓
　　熱交換器ＡＳＳＹ（35）
　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　後部注液
　　ＲＢハウジング（14）
　　　　↓
　　シャフト（16）端部中心の循環穴

■ 循環液の流れ その2
　　補助インペラ（23）
　　　↓
　　リア側ベアリング（15B） とシャフトスリーブ（17）の隙間
　　　↓
　　シャフト（16）端部中心の循環穴

取扱液と循環液はメカニカルシール（70）によって二分されており、取扱液中のスラリーが循環液に
混入しないようになっています。

この循環液は、ベアリング（15A）、（15B）の潤滑、冷却およびモータ冷却を行う非常に大切な働きを
します。従って、この循環液にスラリーが混入したり、液量、圧力が不足すると故障の原因になります。
液中で回転するロータＡＳＳＹ（19）は、前後２個のベアリング（15A）、（15B）で支持されたシャフト

（16）と一体となっており、先端にインペラ（02）を装着した軸封部のない構造となっています。
インペラ（02）に発生する軸方向推力は、前後のスラストカラー（18）で受ける構造となっています。

4－1   構造
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4－2　据付、運転
４－２－１   据付前の取扱い
（1）　荷受け運搬に関しては、手荒な取扱いは避けてください。
（2）　保管する場合は梱包を解かず、直接風雨にさらされない状態で保管してください。
（3）　ポンプの仕様が合っているかネームプレートならびに試験成績表を確認してください。
（4）　循環パイプ（34）や熱交換器ＡＳＳＹ（35）に荷重を加えないよう注意してください。
（5）　吸込口、吐出口およびその他開口部のカバーは、内部に異物が入らないように、配管時まで外

さないでください。また端子箱電線引込口のカバーも湿気が入らないように、配線時まで外さな
いでください。

４－２－２　据付、配線
（1）　ポンプの周りにメンテナンススペースを確保ください。
（2）　ポンプが配管荷重を支える台にならないように、また配管の熱応力もポンプにかからないようにし

てください。ポンプ本体やケーシング（01）を外しても配管がずれないように、ポンプと独立に固定
してください。

（3）　吸込配管はガスだまりができないようポンプに向かって上り勾配（1/100以上）としてください。 
また異径配管を用いる場合は、偏芯レジューサを使用しトップフラットとなるよう装着してください。

（4）　配管および配管付属品の異物を充分に取り除いてください。
（5）　ホルダ（41）とベース（40）を締め付けているボルト（46D）を取り外します。
（6）　予め埋め込まれている基礎ボルトでベース（40）を基礎に取り付けます。
（7）　フランジのガスケット当り面を清掃し、ホルダ（41）をベース（40）の上にスライドさせ配管に合わせ

ます。
（8）　清掃したガスケットを挿入し、フランジを締め付けます。
（9）　モータジャケットや熱交換器ＡＳＳＹ（35）等の配管を行います。
（10）　配管が終了すると、ホルダ（41）とベース（40）を平座金（54）、ばね座金（53C）を介してボルト

（46D）で締め付けます。またケーシング（01）、アダプタ（33）、ＲＢハウジング（14）、熱交換器
ＡＳＳＹ（35）の締付ボルトに緩みがないか確認し、緩んでいる場合は増し締めをしてください。

（11）　次に､電気配線を行います。ポンプ端子台の端子記号の意味および結線図は納入仕様書に添
付していますので、それに従って配線してください。　　　　　　　　　

４－２－３　運転準備、試運転
キャンドモータポンプの保護装置として過電流継電器および漏電リレーを取り付けてください。
また当社では、専用の空転防止リレーを用意しております。液の払出し用ポンプ等、空運転の恐れ
のある用途についてはご検討ください。またサーモスタット付のモータについては納入仕様書に添付し
てある結線図を参考にモータ保護を行ってください。
（1）　過電流継電器の設定

キャンドモータの公称出力に対する定格電流は、一般モータの同一出力の定格電流値に比
べてやや大きな値となっていますので、納入仕様書または、ネームプレートに記載された値に設
定してください。
なお、モータの運転電流が大幅に定格電流を下廻っている場合は、運転電流を基準に設定

してください。
（2）　後部注液配管

モータ室および熱交換器内部には、スラリーを含まない清澄な液を充満して、ベアリングの潤
滑とモータの冷却を行う必要があります。取扱液中に混入しても支障のない液を充満させて規
定の圧力範囲に保ってください。この圧力が低すぎるとモータの過熱、スラリーの混入、ベアリ
ングの異常摩耗の原因となり、逆に高すぎるとベアリングのスラスト面の摩耗を早めます。この後
部注液の圧力は、ポンプによって異なりますので、納入仕様書を確認してください。
なお、運転中の後部注液の供給量は、メカニカルシールの漏れ量 （取扱液中への混入量） 
に等しく、３ｍL/ｈｒ程度です。
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（3）　呼び水およびエアー抜き
後部注液開始後、次の順序により呼び水およびエアー抜きを行います。後部注液開始前

に呼び水をすると、スラリーの逆流が発生し、トラブルの原因となりますので、ご注意ください。
なお、取扱液が危険液や高温の場合は、特に注意して作業を行ってください。
①後部注液を開始する。注液圧力を確認する。
②モータ室および熱交換器の各部エアー抜きバルブ（36）を操作してエアーを抜く。危険な液の場
合は、エアー抜きバルブ（36）のノズル部にホース等をつけ、安全に留意して作業してください。
③吐出側のバルブを閉じる。
④吸込側のバルブを完全に開く。
⑤吐出側のバルブを開き、ポンプおよび配管内のエアーを抜く。しばらくして吐出側のバルブの
み再度閉じる。

（4）　補助配管回路
保温、冷却ジャケットの冷却回路には納入仕様書に定められた液で、定められた量を流します。
冷却水量の標準量は表１の通りです。

（5）　試運転
すべての準備が整いましたら試運転に入ります。その操作および順序を次に示します。
①吸込側のバルブは完全に開いているか確認する。
②吐出側のバルブは全閉、または少し開いているか確認する。
③電源を入れる。
④吐出側の圧力を確認する。
⑤ＴＲＧの指示を確認する。（㋑㋺は回転方向検知付ＴＲＧを使用している場合。）
㋑振切れている ………… 逆回転です。結線しなおしてください。
㋺黄～赤………………… 欠相接続等の原因を調査し、対策をたてます。
㋩緑……………………… 正常運転です。
⑥３秒程度運転後ポンプを停止します。３０秒～３分間放置 （後部注液の粘度が大きいほど長
時間放置） 後、再度エアー抜きバルブ （36） を操作しエアー抜きを行います。この時、エアー
が出なくなるまで運転、停止、エアー抜きを３回以上繰返してください。エアー抜きの際は､液
の吹き出しに十分注意してください｡

注）①冷却水の入口温度は35℃以下としてください。
　 ②モータジャケットと熱交換器をシリーズに接続する場合は、熱交換器の必要量を流します。流れの方向

は必ずモータジャケットが上流側になるように配管してください。

表1　　　　　モータジャケットおよび熱交換器の冷却水量

モ ー タ 枠 番 必要冷却水量（ℓ/min）
モ ータジャケット 熱　交　換　器

215,　216,　217
315,　316,　317,　325,　326

425,　426
415,　416,　417
525,　526

515,　516,　517,　518
625,　626

615,　616,　617
725,　726,　727

715,　716,　717,　728

5　以上
5　以上
8　以上
10　以上
10　以上
12　以上
10　以上
15　以上
10　以上
15　以上

15　以上
20　以上
20　以上
20　以上
25　以上
25　以上
25　以上
25　以上
50　以上
50　以上
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　４－２－４   運転
　次に正規運転に入ります。

（1）　バイパス回路を設けたものについては、そのバルブを開きます。
（2）　電源を入れ、納入仕様書の流量になるまで吐出側のバルブをすみやかに開きます。
（3）　そして下記項目を確認します。異常がなければそのまま運転を続けてください。もし、下記のい

ずれかに異常があれば電源を切り、原因を調査してください。その方法は８－４項「故障および
その原因と対策」で説明します。なお、運転中はモータの温度が上がっています。素手で触らな
いでください。
①電流値は定格電流以下であるか?
②圧力計の読みは、必要な値を示しているか?
③ＴＲＧの指示は正常か？
ＴＲＧの指示は、運転初期値＋０.３の範囲で管理し、管理値を超えた場合はすみやかに点検
してください。初期値を記録し、保管してください。

④運転音、振動に異常はないか?

  5． 高融点液用循環形（Ｋ－Ｓ形）

5－1   構造
高融点液用循環形 （Ｋ－Ｓ形） の構造断面図を図３に示します。
このポンプは、液の融点が高く凝固しやすい液を取扱うことができます。
ケーシング（01）、アダプタ（33）、ステータＡＳＳＹ（20）、ＲＢハウジング（14）、循環パイプ（34）そして

レジューサ（65）すべてに保温ジャケットを設けており、液の凝固を防ぎます。
モータ （かご形誘導電動機） は、ポンプと一体に構成されており、そのステータＡＳＳＹ （…組立の

意、以下同じ）（20）の内面およびロータＡＳＳＹ（19）の外面を、金属薄板であるステータキャン（22）お
よびロータキャン（21）によって、またそれぞれの側面を、金属厚板で完全に溶接密封し、取扱液がス
テータＡＳＳＹ（20）およびロータＡＳＳＹ（19）内に浸入しないように隔離しています。
ポンプ取扱液の一部はレジューサ（65）→フィルタ（03）→循環パイプ（34）→ＲＢハウジング（14）→リ

ア側ベアリング（15B）とシャフトスリーブ（17）の隙間→ステータキャン（22）とロータキャン（21）の隙間
→フロント側ベアリング（15A）とシャフトスリーブ（17）の隙間→インペラ（02）のバランスホール→インペ
ラ（02）の入口低圧部に向かって流れます。
この循環液は、ベアリング（15A）、（15B）の潤滑、冷却およびモータ冷却を行う非常に大切な働き
をします。従って、この循環液にスラリーが混入したり、液量が不足すると故障の原因になります。
液中で回転するロータＡＳＳＹ（19）は、前後２個のベアリング（15A）、（15B）で支持されたシャフト

（16）と一体となっており、先端にインペラ（02）を装着した軸封部のない構造となっています。
インペラ（02）に発生する軸方向推力は、前後のスラストカラー（18）で受ける構造となっています。

５－２　据付、運転
　５－２－１　据付前の取扱い
４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－１ 据付前の取扱いをご覧ください。

　５－２－２　据付、配線
４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－２ 据付、配線をご覧ください。
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　５－２－３　運転準備、試運転
（1）　過電流継電器の設定

４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－３ （1）過電流継電器の設定をご覧ください。
（2）　予熱

ポンプ内部に液を満たす前に、ポンプ接液部全体を取扱液の融点以上に予熱する必要があ
ります。各ジャケットには、取扱液の融点以上のスチーム、または温水を通し、充分時間をかけ
て予熱し、ポンプ内部で取扱液が凝固しないようにしてください。

（3）　呼び水およびエアー抜き
つぎの順序により呼び水およびエアー抜きを行います。なお、取扱液が危険液や高温の場合

は、特に注意して作業を行ってください。
①吐出側のバルブを閉じる。
②吸込側のバルブを完全に開く。
③吐出側のバルブを開き、ポンプおよび配管内のエアーを抜く。しばらくして吐出側のバルブの

み再度閉じる。
④エアー抜き（37）よりモータ室のエアーを抜く。危険な液の場合は安全に留意して作業してくだ
さい。

（4）　試運転
すべての準備が整いましたら試運転に入ります。その操作および順序を次に示します。

①吸込側のバルブは開いているか確認する。
②吐出側のバルブは全閉、または少し開いているか確認する。
③電源を入れる。
④吐出側の圧力を確認する。
⑤ＴＲＧの指示を確認する。（㋑㋺は回転方向検知付ＴＲＧを使用している場合。）

㋑振切れている ………… 逆回転です。結線しなおしてください。
㋺黄～赤………………… 欠相接続等の原因を調査し、対策をたてます。
㋩緑……………………… 正常運転です。

⑥３秒程度運転後ポンプを停止します。３０秒～３分間放置 （取扱液の粘度が大きいほど長時
間放置） 後、再度エアー抜き（37）よりエアーを抜きます。この時、エアーが出なくなるまで運
転、停止、エアー抜きを３回以上繰返してください。エアー抜きの際は､液の吹き出しに十分
注意してください｡

　５－２－４　運転
　次に正規運転に入ります。

（1）　バイパス回路を設けたものについては、そのバルブを開きます。
（2）　電源を入れ、納入仕様書の流量になるまで吐出側のバルブをすみやかに開きます。
（3）　そして下記項目を確認します。異常がなければそのまま運転を続けてください。もし、下記のい

ずれかに異常があれば電源を切り、原因を調査してください。その方法は８－４項「故障および
その原因と対策」で説明します。なお、運転中はモータポンプおよび補助配管の温度が上がっ
ています。素手で触らないでください。
①電流値は定格電流以下であるか?
②圧力計の読みは、必要な値を示しているか?
③ＴＲＧの指示は正常か?
ＴＲＧの指示は、運転初期値＋０.３の範囲で管理し、管理値を超えた場合はすみやかに点検
してください。初期値を記録し、保管してください。

④運転音、振動に異常はないか?
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  6． 高融点液用軸内循環形（Ｋ形）

6－1   構造
高融点液用軸内循環形（Ｋ形）の構造断面図を図４に示します。
このポンプも前項の高融点液用循環形（Ｋ－Ｓ形）と同様に、液の融点が高く凝固しやすい液
を取扱うことができます。
ケーシング（01）、アダプタ（33）、ステータＡＳＳＹ（20）、ＲＢハウジング（14）すべてに保温ジャ
ケットを設けて、液の凝固を防ぎます。
モータ（かご形誘導電動機）は、ポンプと一体に構成されており、そのステータＡＳＳＹ（…組
立の意、以下同じ）（20）の内面およびロータＡＳＳＹ（19）の外面を、金属薄板であるステータキ
ャン（22）およびロータキャン（21）によって、またそれぞれの側面を、金属厚板で完全に溶接密
封し、取扱液がステータＡＳＳＹ（20）およびロータＡＳＳＹ（19）内に浸入しないように隔離してい
ます。
ポンプ取扱液の一部は、インペラ（02）の出口→アダプタ（33）の循環穴→フロント側ベアリン

グ（15A）とシャフトスリーブ（17）の隙間→ステータキャン（22）とロータキャン（21）の隙間→リア
側ベアリング（15B）とシャフトスリーブ（17）の隙間→ＲＢハウジング（14）→シャフト（16）中心の
貫通穴→インペラ（02）の入口低圧部に向かって流れます。
この循環液は、ベアリング（15A）、（15B）の潤滑、冷却およびモータ冷却を行う非常に大切
な働きをします。従って、この循環液にスラリーが混入したり、液量が不足すると故障の原因に
なります。
液中で回転するロータＡＳＳＹ（19）は、前後２個のベアリング（15A）、（15B）で支持されたシャ

フト（16）と一体となっており、先端にインペラ（02）を装着した軸封部のない構造となっています。
インペラ（02）に発生する軸方向推力は、前後のスラストカラー（18）で受ける構造となってい

ます。

6－2　据付、運転
　６－２－１　据付前の取扱い
４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－１ 据付前の取扱いをご覧ください。

　６－２－２　据付、配線
４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－２ 据付、配線をご覧ください。

　６－２－３　運転準備、試運転
５．高融点液用循環形（Ｋ－Ｓ形）の５－２－３ 運転準備、試運転をご覧ください。

　６－２－４　運転
５．高融点液用循環形（Ｋ－Ｓ形）の５－２－４ 運転をご覧ください。
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  7． 自吸式（Ｇ形）

7－1   構造
自吸式外部循環形（Ｇ形）および自吸式軸内循環形（Ｇ－Ｖ形）の構造断面図を図５、６に示し

ます。
このポンプは、吸込側配管内に液が充満されていない場合でも、自動抽気作用によって揚液
できます。
特殊設計によるケーシング（01）とインナーケーシング（10）の相乗作用により優れた自吸性能を

持つキャンドモータポンプです。
モータ（かご形誘導電動機）は、ポンプと一体に構成されており、そのステータＡＳＳＹ（…組立
の意、以下同じ）（20）の内面およびロータＡＳＳＹ（19）の外面を、金属薄板であるステータキャン
（22）およびロータキャン（21）によって、またそれぞれの側面を、金属厚板で完全に溶接密封し、
取扱液がステータＡＳＳＹ（20）およびロータＡＳＳＹ（19）内に浸入しないように隔離しています。
外部循環形であるＧ形（図５）では、ポンプ取扱液の一部は、ケーシング（01）→循環パイプ

（34）→ＲＢハウジング（14）→リア側ベアリング（15B）とシャフトスリーブ（17）の隙間→ステータ
キャン（22）とロータキャン（21）の隙間→フロント側ベアリング（15A）とシャフトスリーブ（17）の隙間
→インペラ（02）のバランスホール→インペラ（02）の入口低圧部に向かって流れます。
一方軸内循環形であるＧ－Ｖ形（図６）ではポンプ取扱液の一部は、インペラ（02）の出口→

ＦＢハウジング（32）の循環穴→ステータキャン（22）とロータキャン（21）の隙間→リア側ベアリング
（15B）とシャフトスリーブ（17）との隙間→ＲＢハウジング（14）→シャフト（16）中心の貫通穴→
インペラ（02）の入口低圧部に向かって流れます。ＦＢハウジング（32）の循環穴を通った循環液の
一部は、フロント側ベアリング（15A）とシャフトスリーブ（17）の隙間→ＦＢハウジング（32）と
インペラ（02）のボス部で構成するオリフィス→インペラ（02）の入口低圧部へ戻ります。
この循環液は、ベアリング（15A）、（15B）の潤滑、冷却およびモータ冷却を行う非常に大切
な働きをします。従って、この循環液にスラリーが混入したり、液量が不足すると故障の原因にな
ります。
液中で回転するロータＡＳＳＹ（19）は、前後２個のベアリング（15A）、（15B）で支持された

シャフト（16）と一体となっており、先端にインペラ（02）を装着した軸封部のない構造となっています。
インペラ（02）に発生する軸方向推力は、前後のスラストカラー（18）で受ける構造となっています。
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7－2   据付、運転
　７－２－１　据付前の取扱い

４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－１ 据付前の取扱いをご覧ください。
　７－２－２　据付、配線

４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－２ 据付、配線をご覧ください。
　７－２－３　配管上の注意

（1）　吸込側の配管は、必要以上に太いものにしないでください。
（2）　吸込側の配管は、できるだけ短くしてください。

自吸時間は、吸込側配管内の抽気量によって決まります。
（3）　吸込側の配管はポンプに向かって上り勾配とし、吸込側配管内のエアー溜りとなる部分をなく

してください。
（4）　吸込配管には図７、図８に示す位置に逆止弁を設けてください。
（5）　吸込側配管は、接続部分や溶接部分に漏れを生じないよう、充分にチェックしてください。
（6）　吐出側の配管に、図７のようにエアー溜りがあると自吸が困難になる場合がありますので、エ

アー抜きバルブを設けてください。　　　　　　　　　　
（7）　吐出側の配管に、図８のように逆止弁があると自吸が困難になる場合がありますので、エアー

抜きバルブを設けてください。
（8）　吸込側配管が長い場合や、沸点の低い液を取扱う場合には、自吸時間を短くするために、

吸込側配管の先端にフート弁を設けてください。

図７ 図８
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７－２－４   運転準備、試運転
（1）　過電流継電器の設定

　４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－３　（１）過電流継電器の設定をご覧ください。
（2）　呼び水およびエアー抜き

　呼び水のプラグ（59B）を外し、注液します。
長時間停止した場合は、運転前に再度液を補充してください。

（3）　補助配管回路
　保温および冷却ジャケット付は、４．スラリーシール形（Ｄ形）の４－２－３　（４）補助配管回路
をご覧ください。

（4）　試運転
　すべての準備が整いましたら試運転に入ります。その操作および順序を次に示します。
①吸込側のバルブおよび吐出側のバルブを完全に開く。
　図７および図８の場合には、吐出配管のエアー抜きバルブも開く。
②電源を入れる。
③自吸開始→自吸完了→揚液開始
　図７および図８の場合には、吐出配管のエアー抜きバルブを閉じる。
④吐出側の圧力を確認する。
⑤ＴＲＧの指示を確認する。（㋑㋺は回転方向検知付ＴＲＧを使用している場合。）

㋑振切れている ………… 逆回転です。結線しなおしてください。
㋺黄～赤………………… 欠相接続等の原因を調査し、対策をたてます。
㋩緑……………………… 正常運転です。

（5）　自吸時間
　条件のよい場合の自吸時間は３分以内で完了しますが、５分以上かかる場合には、７－２－３
配管上の注意の他に呼び水の不足、自吸中の呼び水のガス化などの原因が考えられますの
で、調査し対策してください。

７－２－５   運転
次に正規運転に入ります。

（1）　バイパス回路を設けたものについては、そのバルブを開きます。
（2）　電源を入れ、納入仕様書の流量になるまで吐出側のバルブをすみやかに開きます。

そして下記項目を確認します。異常がなければそのまま運転を続けてください。もし、下記のい
ずれかに異常があれば電源を切り、原因を調査ください。その方法は８－４項「故障およびその
原因と対策」で説明します。なお、運転中はモータポンプおよび補助配管の温度が上がってい
ます。素手で触らないでください。
①電流値は定格電流以下であるか?
②圧力計の読みは、必要な値を示しているか?
③ＴＲＧの指示は正常か?
ＴＲＧの指示は、運転初期値＋0.3の範囲で管理し、管理値を超えた場合はすみやかに点検
してください。初期値を記録し、保管してください。

④運転音、振動に異常はないか?

表2    注液量
インペラ区分 注液量 インペラ区分 注液量 インペラ区分 注液量

0204R
0204SS
0204S
0405S

10 ℓ 14 ℓ 17 ℓ
0405T
0506S
0506T

0608TS
0608T
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  8． 保守、点検（各形式共通）

8－1   分解
（1）　吐出側、吸込側その他補助配管類のバルブを全て閉じます。
（2）　安全に注意して、配管内の液を排出します。
（3）　ドレン用プラグ（59）またはドレン用バルブを開け、ポンプ内の液を排出します。
（4）　補助配管系の液も同様に排出します。
（5）　循環パイプ（34）（K-S形＆Ｇ形）または熱交換器ＡＳＳＹ（35）（Ｄ形）を取り外します。
（6）　配管の荷重がポンプにかかっていますので、ケーシング（01）の下に適当な枕を敷いてください。
（7）　ケーシング（01）を締め付けているボルト（46B）または（46C）を取り外します。その時排出しきれ

なかった液が出てきますのでご注意ください。
（8）　ホルダ（41）とベース（40）を締め付けているボルト（46D）を取り外します。ベース（40）上をスライ

ドさせ、ポンプ本体をケーシング（01）から引き離し、ガスケット（66A）を取り外します。
（9）　図１１に示す要領でｇ寸法を測定し、記録します。
（10）　インペラ（02）を締め付けているボルト（46A）をロックしているロックワッシャ（57A）のつめを伸ば

し、ボルト（46A）を外してインペラ（02）を抜き取ります。この時、小物部品を紛失しないよう大切
に保管してください。特に調整座（56）は、そっくり束ねて保管してください。

（11）　Ｄ形は、インペラ（02）取り外し後に、メカニカルシール（70）を取り外します。まず、アダプタ（33）
よりボルト（46G）を外し、固定環支え（78）を抜き取り、メカニカルシール（70）の固定環を取り外し
ます。次に、シャフト（16）に挿入されているスペーサ（64）を、メカニカルシール（70）と一緒に抜
き取ります。回転環は、スペーサ（64）に止めねじで取り付けられています。Oリング（67）を抜き
取れば、メカニカルシール（70）部分の分解は終わりです。

（12）　G形はボルト（46B）を外してＦＢハウジング（32）を外します。その際にＦＢハウジング（32）の
ジャッキ穴を使ってゆっくりと抜き始めますと、インローが外れモータ室内の残液が出てきますの
で、充分注意して作業してください。
ロータＡＳＳＹ（19）を残して、ＦＢハウジング（32）を取り外します。この時ベアリング（15A）も一緒
に抜けますので、シャフト（16）で痛めないよう注意ください。そしてそのままの状態でよく洗浄し
てください。
Ｄ形およびＫ－Ｓ形、Ｋ形は、ＦＢハウジングの代わりにアダプタ（33）が付いており、ボルト（46C）を
緩め、ＦＢハウジングの場合と同じ要領で分解してください。

（13）　ＲＢハウジング（14）を締め付けているボルト（46F）を外し、ＲＢハウジング（14）を取り外します。こ
の時も（１２）項とほぼ同じ配慮が必要です。

（14）　ロータＡＳＳＹ（19）を抜き出す時や保管中に、ロータキャン（21）やシャフト（16）に傷をつけないよ
う注意ください。

（15）　リア側のシャフトスリーブ（17）は、ロックワッシャ（57B）のつめを伸ばし、ボルト（46E）を取り外し
て抜き取ります。このボルト（46E）は左ねじとなっていますので、間違えないようにしてください。
そしてスラストカラー（18）を抜き取ります。

以上で分解できましたが、各部品は傷をつけたり紛失しないよう注意してください。
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8－2   点検
（1）　ベアリング（15A）、（15B）

長期間運転すると、ベアリングが抜けにくくなっていますので、無理に抜き取らないで、下記項目
をチェックしてください。チェック後、いずれの項目も問題なければそのまま再使用します。
①摺動面の状態はどうか?（光沢、傷等）
②内径の摩耗量（φＡ－φＢ）は、表３ベアリング摩耗限界表と比べてどうか？
③全長（L）は表３と比べてどうか？もしくはスラスト面の放射状溝の深さはどうか？
　（外径面取りが残っているか？）

（2）　シャフトスリーブ（17）とスラストカラー（18）
①腐食はないか?
②摺動面の状態はどうか?（光沢、傷等）
③摩耗はどうか?
を調べ、取り替えるか否かの判断をします。

（3）　フィルタ（03）、循環パイプ（34）、シャフト（16）の貫通穴等の循環液の経路に閉塞や異物の付
着がないか？

（4）　その他各部に接触、摩耗、腐食はないか?
（5）　各オリフィス部の接触や部分的な摩耗は、ポンプ性能に影響をきたさない範囲であれば特に問

題はありません。　　　　　　　　

表３　ベアリング摩耗限界表

図９

モ ー タ 枠 番 φＡ－φＢ Ｌ

118,　119

215,　216,　217

315,　316,　317

325,　326,　415,　416,　417

425,　426,　515,　516,　517,　518

525,　526,　615,　616,　617

625,　626,　715,　716,　717

725,　726,　727,　728

0.3

0.4

0.4

0.4

0.5

0.5

0.5

0.6

44.2

49.2

59.2

69.2

78.2

113.0

119.0

128.5

（単位：mm）
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8－3   組立
各部品を洗浄、乾燥し、分解作業の逆に組み立てます。
その際、特に注意する事項を下記に示します。
（1）　シャフトスリーブ（17）の回り止めのキー（58B）またはピン（60）を図９に示す位置に装着します。

この時シャフトスリーブ（17）の噛み合い部に正しく噛み合っているか確認してください。
なお、スラストカラー（18）は内径面取りの小さい面が摺動面です。この摺動面がベアリング
（15A）、（15B）の放射溝を持った面と摺動するように組み立てます。

（2）　リア側のシャフトスリーブ（17）を装着後、ボルト（46E）（左ねじ）にて締め付け、ロックワッシャ
（57B）のつめを折り曲げて確実にロックしてください。

（3）　ロータＡＳＳＹ（19）を組み立てたあとの軸方向の遊びは、ベアリング（15A）、（15B）および
スラストカラー（18）の摩耗がなければ、調整座（56）を元通り組み込むと表４－１、４－２に示す
新品時の範囲に納まります。
軸方向の遊びは標準品（表４－１）とスラストバランス（ＴＢＬ）機構付き（表４－２）で異なります。ポ
ンプ形式表示で確認ください。なお、スラリーシール形（Ｄ形）の場合の軸方向の遊びは表５とな
ります。

モ ー タ 枠 番 新 品 時
118,　119

215,　216,　217
315,　316,　317

325,　326,　415,　416,　417
425,　426,　515,　516,　517,　518
525,　526,　615,　616,　617
625,　626,　715,　716,　717
725,　726,　727,　728

0.7～1.9
0.7～2.1
0.7～2.1
0.9～2.5
1.1～2.9
1.2～3.0
1.4～3.4
1.4～3.4

表４－１　軸方向の遊び
（単位：mm）（標準品）

モ ー タ 枠 番 新 品 時
118,　119

215,　216,　217
315,　316,　317

325,　326,　415,　416,　417
425,　426,　515,　516,　517,　518
525,　526,　615,　616,　617
625,　626,　715,　716,　717
725,　726,　727,　728

1.5～1.9
1.5～2.1
1.5～2.1
1.9～2.5
2.0～2.9
2.1～3.0
2.5～3.4
2.5～3.4

表４－２　軸方向の遊び
（単位：mm）（スラストバランス機構付き）

モ ー タ 枠 番 新 品 時
215,　216,　217

315,　316,　317,　325,　326
415,　416,　417,　425,　426
515,　516,　525,　526

517,　518
615,　616,　625,　626

617
715,　716,　717,　725,　726,　727,　728

0.5～0.7
0.6～0.8
0.7～0.9
0.7～0.9
0.8～1.0
0.8～1.0
0.9～1.1
0.9～1.1

表５　スラリーシール形（Ｄ形）の軸方向の遊び
（単位：mm）
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70

70

メカニカルシール

メカニカルシール
回転環

（4）　Ｄ形のメカニカルシール（70）の装着
下記の手順で図１０に示すＥ部の寸法を求め、メカニカルシール（70）の回転環をスペーサ（64）
に装着してください。
①メカニカルシール（70）の固定環を固定環支え（78）に装着後、アダプタ（33）に取り付けた状
態でＡ部の寸法を測定します。
②ロータＡＳＳＹ（19）をインペラ側に引っ張った状態で、アダプタ（33）の面からカラー（84）までの
寸法を測定します。

図１０
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（5）　インペラ軸方向隙間の調整
標準品ではインペラ（02）を図１１のように引っ張った状態で測定したｇ部の寸法が、表６の調整
値±0.1mmとなるよう調整座（56）を使用して調整します。
スラストバランス（ＴＢＬ）機構付きでは、インペラ（02）を図１２のように押した状態でＧ部の寸法
が、0.5±0.1mmとなるよう調整座（56）を使用して調整します。

（6）　インペラ（02）をボルト（46A）にて締め付け、ロックワッシャ（57A）のつめを折り曲げて確実にロッ
クしてください。

（7）　ガスケットの当り面に有害な傷等がないか確かめ、清掃してください。
（8）　ガスケット（66A）、（66B）は新品に取り替えて、片締めのないように対角に少しずつボルトを締め

てください。ニップル、プラグ等がある場合は、新しいシールテープを巻き直して組立ててください。
（9）　モータ枠番が715～728のスラリーシール形ポンプについて、補助インペラ背面部の軸方向隙間

調整はシャフト（16）をインペラ（02）側へ引っ張った状態で1.5～2.0mmになるように調整座を使
用して調整します。

図１１　標準品 図１２　スラストバランス(ＴＢＬ)機構付き

モータ枠番 インペラ区分 ｇ調整値
118,　119

215,　216,　217

315,　316,　317

325,　326,
415,　416,　417

425,　426,　515,
516,　517,　518

4.0
4.0
4.0
4.2
4.0
4.0
4.2
4.7
4.2
4.2
4.5
5.0
6.0
4.4
4.6
5.0
6.0

R
R
S
T
R
S
T
U
R
S
T
U
V
S
T
U
V

モータ枠番 インペラ区分 ｇ調整値

525,　526,
615,　616,　617

625,　626,
715,　716,　717

725,　726,
727,　728

4.4
4.6
5.0
6.0
4.8
5.4
6.4
6.4
4.8
5.4
6.4
6.4

S
T
U
V
T
U
V
W
T
U
V
W

表６　ｇ調整値
（単位：mm）
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8－4　故障およびその原因と対策
　表７にキャンドモータポンプの故障およびその原因と対策一覧表を示す。

表
７
　
キ
ャ
ン
ド
モ
ー
タ
ポ
ン
プ
の
故
障
お
よ
び
そ
の
原
因
と
対
策
一
覧
表

故
障
ま
た
は
現
象

故
障
ま
た
は
現
象

原
　
　
因

対
　
　
策

モ
ー
タ

ポ
ン
プ

振
動
・
騒
音

騒 音 が 大 き く な っ て き た

騒 音 が 大 き い

振 動 が 大 き く な っ て き た

振 動 が 大 き い

サ ー ジ ン グ の 発 生

キ ャ ビ テ ー シ ョ ン の 発 生

能 力 が 低 下 し た

必 要 な 圧 力 が で な い

必 要 な 流 量 が で な い

液 が で な い

ベ ア リ ン グ 焼 付

ベ ア リ ン グ 異 常 摩 耗

Ｔ Ｒ Ｇ 指 示 大

絶 縁 不 良

オ ー バ ー ヒ ー ト す る

電 流 が オ ー バ ー す る

起 動 し な い

モ ー タ ポ ン プ 使 用 条 件

コ
イ
ル
乾
燥
不
良

雨
水
の
侵
入
 

仕
様
間
違
い
 

腐
食
 

摩
耗
 

ベ
ア
リ
ン
グ
荷
重
過
大
 

軸
の
曲
が
り
 

バ
ラ
ン
ス
不
良
 

異
物
の
詰
ま
り
 

仕
様
間
違
い
 

吸
込
抵
抗
大
 

利
用
で
き
る
N
P
S
H
の
不
足
 

吐
出
抵
抗
大
 

吐
出
抵
抗
過
少
 

異
物
の
詰
ま
り
 

ス
ラ
リ
ー
混
入
 

液
比
重
過
大
 

液
粘
度
過
大
 

エ
ア
ー
抜
き
不
良
 

エ
ア
ー
ま
た
は
ガ
ス
侵
入
 

冷
却
水
不
足
ま
た
は
断
水
 

配
管
不
良
 

単
相
 

逆
相
 

電
源
印
加
せ
ず

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

乾
燥
さ
せ
る
、ま
た
は
弊
社
へ
返
送
。 

端
子
箱
の
ガ
ス
ケ
ット
を
点
検
補
修
、電
線
管
か
ら
の
侵
入
な
ら
ば
そ
の
対
策
を
。 

弊
社
へ
返
送
、正
し
い
も
の
に
取
替
。 

弊
社
と
相
談
、材
質
変
更
。 

補
修
ま
た
は
交
換
、材
質
変
更
。 

弊
社
と
相
談
。 

補
修
。 

弊
社
と
相
談
。  

除
去
、再
発
し
な
い
対
策
を
た
て
る
。 

弊
社
へ
返
送
、正
し
い
も
の
に
取
替
。 

点
検
し
清
掃
、ス
ト
レ
ー
ナ
付
き
で
あ
れ
ば
分
解
点
検
、配
管
系
の
見
直
し
。 

吸
込
液
面
の
高
さ
、吸
込
抵
抗
の
点
検
を
行
い
対
策
を
た
て
る
。弊
社
と
相
談
。 

点
検
し
清
掃
、配
管
系
の
見
直
し
。 

配
管
系
の
見
直
し
、弊
社
と
相
談
。 

除
去
、再
発
し
な
い
対
策
を
た
て
る
。 

混
入
し
な
い
対
策
を
た
て
る
か
無
理
な
場
合
は
弊
社
と
相
談
し
ス
ラ
リ
ー
形
に
変
更
。 

仕
様
通
り
に
な
お
す
、弊
社
と
相
談
。 

仕
様
通
り
に
な
お
す
、弊
社
と
相
談
。 

手
順
通
り
エ
ア
ー
抜
き
を
や
り
直
す
。 

原
因
を
調
べ
対
策
を
た
て
る
。

断
水
リ
レ
ー
を
設
置
す
る
、変
動
が
激
し
い
な
ら
そ
れ
を
考
慮
し
流
量
を
決
め
る
。 

適
切
な
配
管
に
改
め
る
。 

三
相
に
な
お
す
。 

ニ
線
を
入
替
え
る
。 

配
線
、器
具
の
点
検
補
修
。
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  ９. ＴＲＧ（テイコク・ロータリ・ガーディアン）

9－1   原理
ＴＲＧ（テイコク・ロータリ・ガーディアン）はテイコクモータポンプのステータコイル内に埋め込まれた
一対の検出素子からなる検出部、回転方向検出器、端子箱に取付けられた耐圧防爆形のＴＲＧ
メータから構成されています。
電源が投入されると、検出部には電源周波数の基本波にステータとロータのギャップの影響を受け

る高調波が加わった電圧が誘起されます。ＴＲＧはこの電圧の高調波成分のみを取り出して、ベアリン
グ摩耗量に比例した電圧を指示させるものです。

9－2   機能
ＴＲＧによりベアリングの半径方向摩耗を常時監視することができます。
ＴＲＧが回転方向検知器を内蔵している場合は、結線間違いによるモータの逆回転を検知すること
ができます。形式表示をご確認ください。

９－３　指示値と管理基準
ＴＲＧメータの初期指示値は工場で調整しておりますが、製品により若干差異を生じます。
ＴＲＧメータによりベアリング摩耗を管理する場合は、緑、黄、赤の区分を目安とし、運転初期値＋０．３

（０．３の増加） を管理基準とし、これ以上数値が増加すれば運転を止め、点検整備を行ってください。

9－4   インバータ使用時のＴＲＧについて
ＴＲＧ付きキャンドモータをインバータ駆動する場合、または、ポンプ近くでインバータを使用される場
合、インバータからのノイズにより、ＴＲＧの指示値が大きくなることがあります。
インバータを使用される場合は、弊社へお問い合わせください。

（1）試運転時

ＴＲＧメータの指示

赤 （フルスケール）

黄～赤

緑

ポンプの状態

逆回転

欠相接続

正　常

処　　置

電源の相順を変える

電源の接続をチェックする

（電源の接続は正常です）

（2）連続運転時

ＴＲＧメータの指示

緑

運転初期値＋0.3 （黄）

運転初期値＋0.5 （赤）

ポンプの状態

安　全

注　意

危　険

処　　置

連続運転ＯＫ

分解点検が必要です

ベアリングを取り替えてください
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  10． 防爆形テイコクモータポンプについて

防爆形電気機器の取扱いは、一般電気機器の取扱要領の他に、防爆機器特有の防爆性能を保
証するための、取扱い作業が必要となります。防爆検定に合格した機器を購入されても、据付や工事
施工段階において誤った取扱いがされた場合、防爆性能を失う可能性があります。安心して永くお使
い頂くために、防爆形キャンドモータポンプの取扱説明を下記に示します。

10－1   適用
（1）　キャンドモータポンプを危険場所で使用する場合には、その据付機器が危険場所の区分に対

応した防爆構造であるか、製品仕様書および銘板に記載してあることを確認してください。防爆
構造の表示がない場合には使用できませんのでご注意ください。

（2）　１種場所（ZONE1）：耐圧防爆構造（d）、内圧防爆構造（f）等の機器を選定できます。
　２種場所（ZONE2）：１種場所で使用できる機器に加え、安全増防爆構造（e）の機器を選定
　　　　　　　　　　できます。

（3）　危険場所でキャンドモータをインバータ電源にて駆動する場合には、キャンドモータとインバータ
を組み合わせた防爆検定合格品が必要になります。（インバータは非危険場所に設置してくださ
い。）また、インバータと高力率コンバータを組み合わせた方式ではインバータと高力率コンバー
タとキャンドモータの３点を組み合わせた防爆検定合格品が必要になります。

10－2   設置
（1）　運転前に保護アース端子は大地へ必ず結線してご使用ください。
（2）　配線工事の際は、結線図を見て誤りのない様確実に施工してください。又電線接続端子ネジ

は完全に締付けてください。締付けネジが緩んでいると接触不良、温度上昇の原因となります。
（3）　電線管工事、ケーブル工事については防爆指針に基づいて確実に行ってください。特にケーブ

ル工事の場合、使用する耐圧パッキン式ケーブルグランドは十分に締付け、パッキンが効いてい
ることを確認すると同時にゆるみ止めを施してください。耐圧パッキン式ケーブルグランドは弊社
が出荷時に取付けているもの（防爆検定合格品）を使用する必要があります。

（4）　使用しない電線引き込み口の穴は適切な防爆プラグを使用して封をしてください。
（5）　端子蓋を閉じるときには、端子箱と蓋の接合面に異物がないことを確認してください。異物が付

着している場合には布で拭き取ってください。ガスケットを取付け、取外したボルト、スプリング
ワッシャを均等に確実に締付けてください。

10－3   運転
（1）　キャンドモータポンプはポンプ部およびロータ室に必ず液を充満してから運転する必要がありま

す。運転前には必ずエアー抜きを行ってください。
（2）　冷却ジャケット付きおよび熱交換器付のポンプは必ず、冷却水を納入仕様書および機器銘板に

記載された規定流量以上通水してから運転してください。冷却水入口温度は35℃以下としてく
ださい。

（3）　銘板に記載の「モータ入口温度条件 液温の最高　℃」の温度条件以下の取扱い液温で運転
をしてください。熱交換器が付属するポンプでは熱交換器の出口温度がこの「モータ入口温度
条件 液温の最高　℃」以下となっていることを確認してください。

（4）　トラブル発生により端子蓋を開ける必要が生じた場合は、必ず電源を遮断して無電圧の状態で
点検を行ってください。

（5）　安全増防爆構造のモータでは許容拘束時間が納入仕様書に記載されています。ロータが拘束
状態になった場合に、この許容拘束時間以内で拘束電流を検知して遮断できる保護装置を設
置して運転してください。
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10－4   点検と保守 
　防爆形電気機器は、工場電気設備防爆指針に基づいて、設計、製作されていますが、1年に
１～2回程度、保守または点検を行うことによって安全に、かつ長期間の使用に耐えることが出来ま
す。点検と保守等の作業には以下の事項を考慮して行ってください。
（1）　点検と保守を行うときは、必ず元電源を開放してから行ってください。尚、機器の設置場所が

非危険場所と判定できない雰囲気の場合には、非危険場所へ機器を移動させ点検と保守を
行ってください。

（2）　端子箱、蓋の接合面が錆により、隙間が正常品より大きくなっていないか点検してください。正
常品は0.5mm以下です。もし錆が多量に発生している場合は、接合面に損傷を与えないように
注意して軽く研磨材入りのナイロンたわし等で錆を落としてから、接合面に防錆油（グリース等）
を塗布してください。点検後、蓋を閉じる場合も、接合面に異物が付着していないことを確認し
て組付けてください。端子蓋の締付けネジはスプリングワッシャを必ず取付けて確実に締付けて
ください。

（3）　端子蓋を開かなかった機器についても、締付けネジに緩みが無いか点検することをお奨めし
ます。

（4）　爆発性雰囲気では、腐食性ガスが存在する場所が多々あります。電気機器の表面に錆が発
生しているようであれば、防錆処置が必要です。発錆がひどい場合、万が一機器の内部で爆
発が起こった時にその爆発圧力に耐えられないことも考えられますので、その様な場合は良品と
交換修理が必要となります。

（5）　モータジャケットや熱交換器内部の閉塞、詰まりが無いかを確認してください。ジャケット内部は
定期的に清掃を行う必要があります。錆やスケールが溜まり冷却水が十分に流れなくなるとモー
タは過熱し巻線の寿命を損なうだけでなく、防爆機器として必要な表面温度を超過する恐れが
出てきます。その様な場合には速やかに停止し、原因を調査して対策を施してください。

（6）　ケーブル配線の場合、グランドパッキンが緩んで、電線が引っ張られていないか点検してくださ
い。グランドパッキンが緩んでいるとケーブルが自重で下方へずれることがあります。この場合
は、グランドパッキンを更に増し締めし、確実に締まっていることを確認してください。必要に応じ
て内部パッキンを新品と交換することを推奨します。

（7）　電線管配線の場合、シーリングフィッチング内のコンパウンドが効いていることを確認し、ロック
ナットが緩んでいないかを点検してください。

（8）　電気的な点検として、端子部のゆるみが無いことを確認してください。接続部の緩みは発熱の
原因となり、焼損事故へ繋がるおそれがあります。

（9）　絶縁抵抗の測定を定期的に実施してください。防爆機器の場合、隙間があり一度吸湿した湿
気は容易に外部へ放出されません。特に起動停止頻度の多い機器や、長期間休止していたも
の、屋外設置の機器は重点的に点検を実施してください。

（10）　点検の範囲を超えて修理の必要が生じた場合には、基本的にはユーザ様単独での修理はでき
ないことになっております。弊社最寄りの営業所へご相談ください。
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表8　キャンドモータポンプ形式表示

□■○○ ―　●○○○□○■■ ― ○○○○□●■●○■― □　■

□・・・英文字　　○・・・アラビア数字　　■ ●・・・無表示の場合もある

[1] [2 ] [3 ] [4 ] [1 ]　　　[2] [3 ] [4 ] [5 ] [1 ]　　[2]　[3] [4 ] [5 ]　[6]　[7] [1 ]　　[2]

製品分類 モータ部 ポンプ部 付属機器

□ ： 機種
[1]
Ｆ ： 基本形
Ｒ ： リバースサーキュレーション形
Ｂ ： 高温分離形
Ｇ ： 自吸式
Ｋ ： 高融点液用
Ｄ ： スラリーシール形

 ● ○ ○ ○  ： モータ枠番

○ ○ ○ ○ 　 100～10000

モータ出力区分

極対数

ステータ外径区分

□ ： 耐熱クラス[絶縁等級等]
[2]
Ｆ 
Ｈ 
Ｎ 
Ｃ 
Ｊ
Ｓ 
Ｕ 
Ｖ 
Ｗ
Ｋ
Ｌ 
Ｍ 
Ｘ 
Ｙ 

： Ｆ [Ｆ種155℃]
： Ｈ [Ｈ種180℃]
： 200[Ｃ種200℃]
： 220[Ｃ種220℃]
： 220[Ｃ種220℃]ジャケット[水]
： 220[Ｃ種220℃]ジャケット[スチーム、温水等]
： 300[中耐熱形]
： 300[中耐熱形]ジャケット[水]
： 300[中耐熱形]ジャケット[スチーム、温液等]
： 300[高耐熱形]
： 300[高耐熱形]ジャケット[水]
： 300[高耐熱形]ジャケット[スチーム、温液等]
： 400[超耐熱形]
： 400[超耐熱形]ジャケット[スチーム、温液等 ]

■ ： アダプタ有無
[2]

□ ： 周波数・インデューサ有無
[1]

 ○ ○  ○ ○  ： 口径

[2]吸込口径
[1]吐出口径

 10 ： 100Ａ
00 ： 15Ａ　12 ： 125Ａ
01 ： 20Ａ　15 ： 150Ａ
02 ： 25Ａ　20 ： 200Ａ
03 ： 32Ａ　25 ： 250Ａ
04 ： 40Ａ　30 ： 300Ａ
05 ： 50Ａ　35 ： 350Ａ
06 ： 65Ａ　40 ： 400Ａ
08 ： 80Ａ　45 ： 450Ａ

□ ： 呼びインペラ区分
[3]
Ｐ ： 80mm　　Ｕ ： 250mm
Ｑ ： 100mm　 Ｖ ： 315mm
Ｒ ： 125mm　 W ： 400mm
Ｓ ： 160mm　 Ｘ ： 460mm
Ｔ ： 200mm　 Ｙ ： 540mm

● ○  ： 段数
[6]
1 ：単段 　　　　6 ： 6段[多段]
2 ：  2段[多段]　　7 ： 7段[多段]
3 ：  3段[多段]　　8 ： 8段[多段]
4 ：  4段[多段]　　9 ： 9段[多段]
5 ：  5段[多段]　　10 ： 10段[多段]
　　　　　　　　　　10段以上は2桁

○ ： 主要材質区分
[3]
1 ：  ＦＣ系
2 ：  ＳＣ系
4 ：  ＳＵＳ304系
5 ：  ＳＵＳ304Ｌ系
6 ：  ＳＵＳ316系
7 ：  ＳＵＳ316Ｌ系
9 ：  特殊

● ： インペラの構造
[4]
無表示：標準
1 ：  放射状クローズド羽根
2 ：  放射状オープン羽根
3 ：  キリ穴羽根
4 ：  小流量仕様羽根
5 ：  ボリュートオープン羽根
9 ：  特殊

■ ： 循環方式・循環パイプ構造
[2]
無表示
Ｃ 
Ｊ 
Ｓ

Ｖ 
Ｂ
Ｍ
Ｔ
Ｙ
　
Ｐ

Ｚ

：標準パイプ
：クーラー付パイプ[水]
：ジャケット付パイプ[水]
：ジャケット付パイプ
　　　　　[温水ｏｒスチーム]
：軸内循環方式
：後部注液方式
：  モノコイル熱交換器
：多管式熱交換器
：二重管、モノコイル、多管式以外
　   の熱交換器
：高温分離形
　  [熱交換器無し]
 ：特殊

■ ： ＴＲＧ[テイコク・ロータリ・ガーディアン]
[5]
無表示
Ｌ 
Ｍ
Ｇ
Ｒ
Ｎ

：なし
：端子箱メータ付
：端子箱メータ＋回転方向検知
：素子のみ
：素子＋回転方向検知
：ＴＨＧ、その他

■ ： ポンプ区分
[5]

■ ： その他仕様
[4]

■ ： ジャケット有無およびポンプガスケット
[7]

○ ： 呼び電圧区分
[3]
2 ：  200Ｖ級
4 ：  400Ｖ級
6 ：  600Ｖ級[例：525Ｖ,575Ｖ]
7 ：  700Ｖ級[例：690Ｖ]
9 ：  特殊

○ ： 呼び耐圧区分
[4]
0 ：  1ＭＰａ以下
1 ：  1ＭＰａ
2 ：  2ＭＰａ
3 ：  3ＭＰａ
4 ：  4ＭＰａ
5 ：  5ＭＰａ
6 ：  6ＭＰａ
7 ：  7ＭＰａ
8 ：  8ＭＰａ
9 ：  9ＭＰａ以上

ＴＢＬ
インデューサ

無　　　　　有
無　　有　　無　　有
A　　E　　G　　J

Ｂ　　F　　H　　K

60Ｈｚ

50Ｈｚ

周
波
数

アダプタ アダプタ
無
無表示
Ｗ
Ｑ

アダプタ
付
Ａ
Ｖ
Ｐ

たて横
横型
たて型モータトップ
たて型ポンプトップ

端子
箱数

1

2

1

起動
方法

直入

Ｙ-Δ

Ｙ-Δ
[ラグ方式
　非防爆]
特殊

サーモ
スタット
なし
ｂ接
ａ接他
なし
ｂ接
ａ接他
なし
ｂ接
ａ接他

パイプ胴

無表示
Ｂ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｙ
Ｈ
Ｊ
Ｋ

巻胴

Ａ
Ｄ
Ｕ

Ｉ

インバータ防爆
パイプ胴
Ｐ
Ｆ
Ｓ

巻胴
Ｔ
Ｖ
Ｗ

Ｚ

標準
多段
軸流
低Ｎｓ用
インライン
両吸込
特殊

標準径
インペラ

無表示
Ｍ・Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｚ

小径インペラ
[1サイズ小径]
標準
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｈ

特殊
Ｐ

Ｑ

Ｒ

標準
無表示
Ｊ
Ｓ
Ｋ

渦巻Ｇ
Ｖ
Ｐ
Ｑ
Ｌ

特殊
Ｚ
Ｙ
Ｘ
Ｗ

ジャケット　ガスケット
なし
セミジャケット[水]
セミジャケット[スチーム、温水等]
フルジャケット[スチーム、温水等]
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修理ポンプ返却時のお願い

1． 修理ポンプ返却時の洗浄のお願い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ポンプ及びモータ（ロータ室）内部の残液を抜き充分洗浄してからご返却ください。

2． 危険液の除去処置のお願い
（1）次の液については環境及び安全の見地から、特別な除去処置をお願いします。

①水質汚濁防止法に定められた有害物質を含む液。（カドミウム及び化合物、シアン化合物、
有機リン酸化合物、鉛及び化合物、６価クロム化合物、ヒ素及び化合物）

②水質汚濁防止法に定められた排水汚染物質を含む液。（ノルマルヘキサン抽出物質、フェノ
ール類、銅、亜鉛、溶解性鉄、溶解性マンガン、クロム、弗素）

③劇薬。
④爆発性液。
⑤有害ガスを発生する液。
⑥強い悪臭を発生する液。
⑦強酸、強アルカリ液。

（2）危険液の除去方法
①ポンプ及びモーター内（ロータ室）の残液を抜き充分洗浄してください。
②次に端子箱、端子台を外し、コイル室内に液またはガスが入っているかどうか確認してくださ
い。液またはガスが入っていると端子台を外す時、ガスが吹き出ることがありますので作業は
ゆっくりと慎重に行ってください。（液またはガスが確認されない時は端子台、端子箱は再組立
してください）
③液またはガスが確認された時は、端子箱側から洗浄液を流してフロント側コイル室およびリア
側コイル室を充分に洗浄してください。

＊取扱い液が上記危険液の場合は、必ず以上の除去処置を行ってからご返却ください。
（3）輸送時のお願い

弊社への返却の際には輸送中のトラブルを避ける為、開口部に閉止フランジをしてください。

3． 危険液除去証明書の添付
危険液除去の方法は、機器使用者様の責任において行ってください。その際に、「危険液除去
証明書」に記入して修理返却品に添付してください。（または、弊社営業担当にご連絡ください）
危険液除去は弊社施設内にて修理返却品の点検・修理などの作業をより安全に行うことを目的

としています。ご理解いただきますようお願いいたします。

　修理ポンプ返却時における輸送中の液漏れによるトラブル、ポンプ分解時の安全上の観点から、ポン
プ・モーター（ロータ室）内部及びキャンに破れが発生している時はコイル室の残液の除去処置を行って
頂きたくお願い申し上げます。
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4． 「危険液除去証明書」が添付されないときの対応
弊社が受け取りました修理返却品に「危険液除去証明書」が添付されていない場合、機器使用

者様へご連絡し、内容を確認させていただくことがあります。
危険液除去の確認が出来ない場合や弊社で適切な処理が出来ない場合は、お客様にそのまま
修理品を返却することがあります。あらかじめご了承ください。

5．危険液除去及び処分費用について
危険液除去（付着物除去も含む）及びその処分も弊社で行った場合、別途その費用を請求させ

て頂くことがあります。あらかじめご了承ください。

（株）帝国電機製作所　宛

機 器 番 号

使 用 液 名 リスク（該当に○または記入）
爆発・引火・毒／劇物
その他（　　　　　　）

※MSDS（製品安全データシート）がある場合は、ご提供頂きますようお願い致します。
注）当社では返却品の分解時に、水で洗浄することがあります。ガスなどが発生する場合がありますので必ず記入ください。

その他連絡事項

爆発・引火・毒／劇物
その他（　　　　　　）
爆発・引火・毒／劇物
その他（　　　　　　）

（ 可・否 ）

（ 可・否 ）

（ 可・否 ）

水洗浄の可否 （注） 処　理　方　法

注）残液があった場合、運搬上（陸送・空輸）問題がないか、必ずご確認ください。当社では一切の責任を負いかねます。

上記記載の返却品について、適切に洗浄を行い、危険液（物）の除去を実施したことを証明します。

　　記入日：　　　年　　　　月　　　　日

署　　名

会社名

住　所

連絡先  TEL （　　　̶　　　̶　　　　） ／FAX （　　　̶　　　̶　　　　）

製 造 番 号 形 　 　 　 式 使 用 液 名

危険液除去証明書

1

2

3

洗浄・除去方法（万一、残液があった場合の処理方法を連絡します。また、特殊な安全具が必要な場合も記入ください。）
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モータポンプ
定量ポンプ
スラリーポンプ
電動油ポンプ
冷凍機用ポンプ
熱媒体油用ポンプ
高融点液用ポンプ
超耐熱形モータポンプ
自吸式ポンプ
自吸式スラリーポンプ
LPGポンプ
マグネットポンプ
ブレーキモータ
かくはん機
回転計用発電機
ロータリーチェッカー

の製品

CAT-0006E '17.06
(HE-10551M)

本社および新宮事業所
東 京 営 業 所
名 古 屋 営 業 所
大 阪 営 業 所
西 部 営 業 所
九 州 営 業 所
千 葉 出 張 所
東京サービス工場

兵 庫 県 た つ の 市 新 宮 町 平 野 6 0 番 地
東京都台東区東上野5丁目2番5号（下谷ビル6階）
名 古 屋 市 中 区 錦 1 丁 目 2 0 番 1 9 号（ 名 神ビ ル 5 階 ）
大阪市中央区南久宝寺町3丁目6番6号（御堂筋センタービル9階）
兵 庫 県 た つ の 市 新 宮 町 平 野 6 0 番 地
北九州市小倉北区堺町2丁目1番1号（ライズ小倉ビル9階）
千葉県千葉市美浜区中瀬1丁目6番（エム・ベイポイント幕張16階）
埼 玉 県 草 加 市 弁 天 4 丁 目 1 2 番 4 号
5880 Bingle Road, Houston, TX77092
Nurnberger str. 24, D-40599, Düsseldorf, Germany
中 国 大 連 三 澗 堡 工 業 科 技 園 区
台 湾 台 北 市 中 山 区 錦 州 街 5 号９楼 之 1
No15 Joo Koon Crescent,Singapore 629015
5F HB Tower, 25 Nonhyun-ro 87 Gil, Gangnam-gu, Seoul, 
06236, Korea

TEL.（0791）75-0411（代）
TEL.（03）3841-9311（代） 
TEL.（052）201-0411（代）
TEL.（06）6251-0411（代）
TEL.（0791）75-0412（代）
TEL.（093）531-4311（代）
TEL.（043）213-8440（代） 
TEL.（048）931-7177
TEL.+1-713-983-9901
TEL.+49-211-700-6778
TEL.+86-411-8626-9657
TEL.+886-2-2567-9800
TEL.+65-6861-4121
TEL.+82-2-790-7012

FAX.（0791）75-4317
FAX.（03）3841-7332
FAX.（052）201-0414
FAX.（06）6251-0413
FAX.（0791）75-4190
FAX.（093）531-4274
FAX.（043）271-5410
FAX.（048）936-1610
FAX.+1-713-983-9919
FAX.+49-211-749-0011
FAX.+86-411-8626-9292
FAX.+886-2-2568-2670
FAX.+65-6861-4521
FAX.+82-2-790-7014

〒679-4395
〒110-0015
〒460-0003
〒541-0058
〒679-4395
〒802-0005
〒261-0023
〒340-0004
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

し た や

●本取扱説明書の内容は、改良のため変更することがありますので、ご了承ください。

TEIKOKU USA INC.
TEIKOKU Electric GmbH
大連帝国キャンドモータポンプ有限公司
台湾帝国ポンプ有限公司
TEIKOKU SOUTH ASIA PTE LTD.
TEIKOKU KOREA CO.,LTD


